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高知学園短期大学医療衛生学科医療検査専攻 

吾 妻 美 子* 

は じ め に 

 学校法人高知学園短期大学は、1967 年(昭和 42

年)に栄養士養成を目的とする食物栄養学科を皮

切りに開学しました。翌 1968 年(昭和 43 年)に衛

生技術科を設置し臨床検査技師教育を開始、1971

年には文部省の指定校として認可されました。そ

の後、本学は保母養成のための幼児教育科、歯科

衛生士・養護教諭養成の保健科と順次学科増設を

し、2008 年(平成 20 年)には、看護学科を新設し

ました。現在は、学科改組と名称変更等の改革を

行い、生活科学学科、幼児保育学科、医療衛生学

科(2006 年医療検査専攻・歯科衛生専攻として専

攻分離)、看護学科の 4 学科から成る 2～3 年制の

短期大学として、職業に直結する教育機関の役割

を果たしています。 

 高知学園短期大学における臨床検査学教育は

40 年になります。この間の取り組みの中から、

「国家試験対策｣ ｢臨床病態学演習｣ ｢専攻科応用

生命科学専攻｣ を取り上げ、本学における臨床検

査学教育の一端を紹介します。 

I．国家試験対策 

 本学の教育方針は「自由と規律を尊び、真理を

深め、創造性と情操を培い、広い教養と健全な社

会性を身につけた専門的職業人の育成｣ です。医

療検査専攻にあっては、国家資格を有し医療現場

に有用な高い資質をもった臨床検査技師の育成が、

大きな目的です。この目的を果たすために、3 年

間を有効に体系づけたカリキュラムを組んでいま

す。しかし、近年、学生募集が困難になり、科目

試験を課さない特別推薦、推薦入試、自己推薦入

試が主流となり、受験勉強の方法を体得せずに入

学する学生が多くなってきました。そこで、2003

年(平成 15 年)から国家試験合格率をあげるため

に、通常のカリキュラムの他に国家試験対策を強

化しています。3 年生前期の臨地実習期間の土曜

日午前は、学生が短大に戻り国家試験科目の補習

授業を受けます。夏期休業中は、8、9 月の月曜

日から金曜日までの 5～6 週間と、冬期休業中を

国家試験対策にあてています。また、10 月から

の後期には、必須科目として臨床検査セミナーを

設定し、国家試験出題科目を教員がオムニバスで

担当し、3 年間の復習や練習問題、問題の解説等

を行っています。さらに国家試験形式の模擬試験、

実力テストを月 1 回と、直前には 10 日間連日で

10 回と年間を通して 20 回以上実施しています。

すなわち、3 年生の 4 月から国家試験の日まで、

何らかの形で国家試験対策を計画していることに

なります。この取組みは、2005 年(平成 17 年)に

受けた短期大学基準協会による第三者評価を受け

た結果、教育の効果、学生支援体制の成果として

評価されました。 

II．臨床病態学演習 

 短期大学の 3 年間は、指定規則という枠の中で、

資格取得のための受身の学習になりがちです。し

かし、学ぶということは自分で疑問を持ち、それ 
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を自ら解決することです。その根本を養うことを

目指して、筆者は 1997 年(平成 9 年)から「臨床

病態学演習」を担当しています。これは学生が創

る授業と位置づけ、学生個々が学習したい「疾

患」を決め、その疾患の概念、歴史、社会的背景、

疫学、臨床症状、検査法と結果、診断、治療、予

後までを網羅的に学習し、それらをレジメにまと

め、演習の時間にスライドで発表します。司会進

行もスライド係りもすべて学生が行い、90 分 2

コマで、1 回に 3～5 名の学生が発表します。担

当している筆者は、各学生のテーマの調整、参考

文献の紹介や貸し出し、学生個々のレジメとスラ

イド作成の指導と校正をします。疾患によっては、

医療検査専攻の教員達の助言や援助も求めていま

す。 

 毎年学生の学力低下と一般教養の欠落等が言わ

れ、それを痛感することも多くありますが、学習

して発表する内容の質が低下しないよう指導して

います。一つの疾患について多面的に検討し、さ

らに総合させる力を養うことで、知識や考え方の

幅を広め、かつ深めることの意義や喜びを知って

欲しいと考えています。発表の仕方やレジメの内

容には勿論個人差はありますが、全学生が必ずや

り遂げ、最後は要項集を作成するまでに至ります。

若い学生達の持っているエネルギーを感じ、また

この力をあらゆる場でもっと発揮して欲しいと念

じています。 

 学生達の発表の場は、教室内に留まらず、学園

祭の展示、卒業時には在学生を対象として発表会

をします。また、本学が 2006 年(平成 18 年)に採

択され、全学的に取り組んでいる文部科学省の現

代的教育ニーズ取組支援プログラム(現代 GP)

「実践教育と連携した地域高齢者の食支援活動－

地域高齢者の食支援と健康教育の実践－｣ にも、

パネル展示をして、学生が地域住民に説明すると

いう形で参加しています。 

 この臨床病態学演習の教育学習方法に対して、

2003～2005 年(平成 15～18 年)は、日本私立学校

振興・共済事業団 ｢高等教育研究改革推進｣ の補

助を受けました。また、2006～2009 年(平成 19

～21 年)は ｢教育・学習方法等改善支援｣ の国庫

補助の対象として採択されました。 

III．専攻科応用生命科学専攻 

 1998 年(平成 10 年)頃から全国の国公立の医療

技術短期大学が、次々と大学に移行しました。本

学も是非 4 年制の検討をして欲しいと申出ました

が、諸事情でいまだに大学への移行計画はありま

せん。そこで、意欲のある学生には大学への編入

学を奨励しています。現在までに、北海道大学、

弘前大学、東京医科歯科大学、岡山大学、徳島大

学、神戸大学、杏林大学、麻布大学、藤田保健衛

生大学等へ進学しました。 

 学内でも 4 年制と同等の教育体制を目指し、平

成 13 年 4 月に「大学評価・学位授与機構」認定、

修業年限 1 年の専攻科応用生命科学専攻を開設し

ました。カリキュラムは、卒業研究を含む必須科

目 6 教科と、超音波検査診断学や移植医療等の選

択科目 13 教科を設定しました。開設当初は、大

学での履修が必要だったため、高知女子大学や放

送大学と単位互換制度で単位取得をしておりまし

たが、現在はそれが緩和されたので、学内の教員

と一部非常勤講師を依頼して教育しています。1

年間で 32 単位取得し、学修成果(レポート)を

「大学評価・学位授与機構」に提出し学位申請を

行い、試験を受け審査に合格すると､ ｢保健衛生

学士」の学士号を取得できます。1 年間で学士号

を取得するためには、レポート提出の締切が 10

月初旬、12 月中旬に試験という日程のため、4 月

から 9 月の間で卒業研究の成果を挙げる必要があ

ります。教員が 1～2 名の学生の指導をしますが、

短期大学の 3 年間に臨床検査学に関する知識と技

術を学んだとはいえ、5 ヶ月間で実験研究し論文

作成することは容易ではありません。しかし、開

設以来、7 期 43 名全員が保健衛生学士の学士号

を取得しました。学内で学士号を授与するのでは

なく、外部の機関で審査・評価されることは、専

攻科における教育の質とレベルを問われることで

あり、教員には日頃の研鑽が要求されます。教員

と学生の努力が報われ、5 年ごとに課せられる

「認定を受けた専攻科における教育の実施状況等

の審査｣ を受けるため、平成 18 年度に書類を提 



 78  臨床検査学教育 Vol.1, No.1 (2009) 

出し、平成 19 年度に ｢適｣ と認定されました。

専攻科終了後は、大学院進学が可能となり、43

名中 9 名が徳島大学や高知大学大学院に進学しま

した。 

 医療職は、人々の健康や幸福を付託されていま

す。学ぶことによって高邁な志と職業観を養い、

自信をもって社会に貢献できる人材に育つことを

念じながら、日々学生と向き合っています。 
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